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Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 
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Ｄ-3．「中小企業向け 仕事と介護の両立支援セミナー」を配信します  【経産省】New★ 
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Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．素形材技術セミナー「鋳鉄品の鋳造欠陥現象の原因追求とその対策」締切迫る！！ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 わが国の素形材産業は様々な技術革新が行われており、基盤産業として著しい発展を遂 

げて参りました｡しかしながら、わが国経済は従来とは異なる抜本的な変革を求められてお 

り、素形材産業もさらに競争力強化を図ることが重要と考えられます｡本セミナーは、鋳造 

欠陥対策に取り組んでいらっしゃる鋳鉄鋳造現場の皆さんに参考にしていただきたい、次 

のような項目に関して、経験豊かな講師の先生方からお話を聴ける絶好の機会です。皆様の 

ご参加をお待ちしております。 

【講義項目】 

①鋳造欠陥の見方、見分け方 

②その欠陥の生い立ち 

③製造工程の変化と欠陥との関係 (溶湯化学成分や生砂などの変化) 

④鋳造に関する原理原則  

⑤工程管理を行うためのデータの見方 

⑥鋳造欠陥によって鋳物製品の機能は損なわれてしまうのか  

⑦お客様に鋳物を使っていただくために、鋳物製造者が理解しておくべき鋳物の強度、機能、 

 性質と鋳造欠陥との関係等 

 

●日 時  令和 7年 12月 4日(木)9:50～17:00 オンラインセミナー 

●プログラム 

コーディネーター 元(株)アイメタルテクノロジー 山田 聡 氏 

 

1．鋳造欠陥現象の概論と材質不良 

  岩手大学 堀江 皓 氏 

2．鋳造欠陥の強度への影響と検査方法を考える 

  旭川工業高等専門学校 堀川紀孝 氏 

3．SEM/EDSによる鋳造欠陥(主に鋳型が原因となる鋳造欠陥)の分析 

  (株)ツチヨシ産業 黒川 豊 氏 

4．溶湯に起因する鋳造欠陥とその対策 

  栗熊技術事務所 栗熊 勉 氏 

5．鋳鉄製造工程管理の重要性 

  元(株)アイメタルテクノロジー 山田 聡 氏 

6．総合質疑 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 



 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2910/20250922134610768.pdf 

 

■センターの技術セミナーのスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/110 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部    e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．令和７年度「素形材産業貢献表彰」の表彰を実施!!  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

11月 7日開催の「第 31 回素形材月間記念式典」において、下記の素形材産業貢献表彰を行 

いました。 

【素形材産業技術賞】は、中小企業庁長官賞が 1件、経済産業省製造産業局長賞が 2件、素 

形材センター会長賞が 6件及び奨励賞が 7件受賞されました。また、表彰対象者のうち、中 

小企業の経営者自らが開発者である受賞者の中から選出する産業デザイン財団賞は 3名の 

方が受賞されました。 

【素形材産業経営賞】は、経済産業大臣賞が 1件、中小企業庁長官賞が 1件、経済産業省製 

造産業局長賞が 2件、素形材センター会長賞が 3件受賞されました。 

【素形材産業優良従業員表彰】の受賞者は 33名です。また同受賞者のうち鋳物関係従業員 

の中から久保田長太郎賞、並びに西村茂賞としてそれぞれ 1名が受賞されました。 

受賞者の皆様、おめでとうございます！ 

なお、各賞の受賞者、並びに受賞概要については、下記 URL よりご覧いただけます。 

 

■第 41回素形材産業技術賞 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/142/ 

■第 2回素形材産業経営賞 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/47/ 

■第 63回素形材産業優良従業員表彰 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/48/ 

 

☆★☆ あわせてのご案内 ☆★☆ 

「素形材月間」の一環として、経済産業省素形材産業室のご協力をいただき、本年度の素形 

材産業技術賞及び経営賞のうち同省より授与されたものについて受賞概要の紹介と製品展 

示を同省の本館ロビーで実施中。 

同省への入館手続きをせずにご入場いただけますので、お気軽にご来場ください。 

■展示会場：経済産業省本館ロビー(東京都千代田区霞が関 1-3-1) 

 https://www.meti.go.jp/intro/index_access.html 

■展示期間：令和 7年 11 月 11 日(火) ～ 28日(金) 

      ※土日・祝祭日は入場できません。 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-3．素形材技術セミナー「鋳造欠陥における『新なぜなぜ分析手法』と 

   実際の現場での活用事例の演習」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳造不具合を、繰り返し起こっているような慣例化した不具合名で、処理してしまってい 

る事は多くないでしょうか？真の不具合原因を突きとめる事ができなければ、正しい対策 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2910/20250922134610768.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/110
https://www.sokeizai.or.jp/pages/142/
https://www.sokeizai.or.jp/pages/47/
https://www.sokeizai.or.jp/pages/48/
https://www.meti.go.jp/intro/index_access.html


 

を打つことはできません。鋳造は、液体から個体への相変態を伴う加工法であるために、他 

のものづくりとは異なる鋳造独特の不具合の傾向とその分類手法があります。本セミナー 

の「新なぜなぜ分析手法」は、不具合品を、場所「部分・全体・内側・外側」や様子「模様・ 

穴・異物」形態「平滑・ギザギザ・自形・他」で分類し、最後に因子「鋳型・溶湯」に分け 

て考察することにより、正しい不具合名とその主たる原因を見つけ出す、QC 手法とは異な 

る鋳造独特の新しい不具合解析の手法です。グループ討議を通じて「新なぜなぜ分析手法」 

を体感して頂く内容です。鋳造欠陥特有の分類手法で欠陥を分類し、名医のように欠陥の原 

因と対策ができる技術者を育てる事を目的としたセミナーです。多数の方々のご参加をお 

待ちいたしております。 

 

●日 時  令和 8年 1月 30日(金) 10:00～17:00 

      機械振興会館 6階 6-67号室  東京都港区芝公園 3-5-8 

●プログラム 

  講師 Casting Service 菅野利猛 氏、(株)木村鋳造所 岩見 祐貴 氏 

１．「新なぜなぜ分析手法」の説明  

２．グループ討議によるなぜなぜ分析の演習（不具合事例１） 

３．グループ討議によるなぜなぜ分析の演習（不具合事例２） 

４．グループ発表/正解の解説及び各種相談事受付け 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2911/202510311041453264.pdf 

 

■センターの技術セミナーのスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/110 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-4．素形材経営セミナー「素形材産業のデジタル技術活用による価値創出 

   素形材企業の DXへの選択肢」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 情報処理推進機構「DX動向 2024」によると、中小企業、特に従業員 100人以下の企業に 

おける DX の取り組みは、大企業と比べて半分以下にとどまっていると報告されています。 

DXに取り組まない理由としては、「DXに関する知識や人材の不足」が挙げられていますが、 

100 人以下の企業に限ってみると、「予算の不足」や「DXのメリットが不明」といった課題 

も浮かび上がっており、単なる人材教育だけでは十分な対応とは言えません。こうした課題 

への対策例として、以下のような取り組みが考えられます。 

 1. 同業他社が開発したシステムの導入 

 2. 目的を明確にしたうえでの DX支援企業の活用 

 3. 現場データの収集と活用 

本セミナーでは、これらの事例を紹介することで、参加企業の皆様に具体的なイメージを持 

っていただき、中小素形材企業における DX推進の一助となることを願っております。皆様 

のご参加をお待ちしております。 

 

12月 11日（木）13：00 ～ 15：00 オンライン開催（Microsoft Teamsを使用) 

 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2911/202510311041453264.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/110


 

講演 1  [素形材企業が開発したシステム] 

IoTGOの開発と活用による生産性向上/導入事例紹介  

久野金属工業株式会社  久野 功雄 氏 

福富金属株式会社  川崎 泰輔 氏 

 

講演 2 [目的を絞った DX 支援] 

熟練者が持つ品質安定化技能を AIで再現する必要性とその成果事例 

三菱総研ＤＣＳ株式会社  永田 貴弘 氏 

 

講演 3 [現場データの収集と活用] 

可視化で“違い”が分かる ～設備・品質トラブルを未然に防ぐ。現場で始める予兆検知～ 

サイバネットシステム株式会社  遠藤 弘紀 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/28/ 

 

【問合せ先】一般財団法人素形材センター企画部 E-mail:  kikaku@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-5．月刊誌「素形材」2026 年 1月号特集掲載原稿募集のご案内  

【本日締切、まだ間に合います！】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆◇◆掲載は無料です◆◇◆ 貴社の素形材技術・製品のＰＲにご活用ください！ 

 

月刊誌「素形材」2026 年１月号に特集「わが社の素形材新技術/新商品最前線」を 

今年度も企画し、投稿を募集しています。 

◇自社で開発(他社、他機関との共同も含む)されたあるいは実用化された素形材技術、 

 現場改善または製品について、開発の目的、内容及び成果を紹介してください。 

◇「当社ではこんなこともできる」といった自社の技術自慢も対象とさせていただいて 

 おりますので、あわせてご検討ください。 

■掲載の仕様は１テーマ・１ページ（図表、写真含む）で、１社３テーマまで 

 掲載できます。 

■応募締切は 11 月 21 日です。 

※ご検討中などの場合、締切日は弾力的に対応しますので、是非、事務局へご相談 

 ください。 

■また本特集の掲載を経由して、次年度の素形材産業技術賞へのご応募も可能です。 

 素形材センターが応募書類の作成をお手伝いします。 

 

【応募方法】 

応募方法の詳細・応募用紙等は、下記をご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200 

 

【お問合せ・原稿提出先】 

一般財団法人素形材センター 業務部 E-mail：gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-6．素形材技術研修講座「鋳鉄の生産技術」のご案内 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp


 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 機械・構造部品としての鋳鉄品の顕微鏡組織、材質とその評価及び溶解、溶湯処理、鋳造 

方案・造型（生型、有機自硬型、中子）の基礎について学び、さらに試験・検査方法を含め 

た品質管理と品質保証のための基礎について理解度を深めます。皆様のご参加をお待ちし 

ております。 

 

■日 時 ・オンライン講座 令和 8年 1月 22日、27日、2月 5日 

     ・集合型研修講座、工場見学 2月 12日 

■プログラム 

コーディネーター (有)日下レアメタル研究所 鹿毛秀彦 氏 

 

1月 22日（木）オンライン研修講座 

1.鋳鉄の材質及び基礎技術 

【1】鋳鉄の組織及びねずみ鋳鉄の材質と用途  岩手大学 堀江 皓 氏 

【2】球状黒鉛鋳鉄の材質と用途        岩手大学 堀江 皓 氏 

2.鋳鉄溶解の基礎【誘導炉溶解の実際】   （一社）日本鋳造協会 鈴木敏光 氏 

3.鋳鉄の溶湯処理【接種、黒鉛球状化処理】   岩手大学 小綿利憲 氏 

 

1月 27日（木）オンライン研修講座 

4.鋳造方案の考え方と欠陥対策 

【1】鋳造方案の考え方    栗熊技術事務所 栗熊 勉 氏 

【2】鋳造欠陥とその防止策  栗熊技術事務所 栗熊 勉 氏 

【3】CAEと鋳造方案     クオリカ(株) 木下文昭 氏 

 

2月 5日（木）オンライン研修講座 

5.造型技術の基礎 

【1】生型造型法の砂管理と造型   (公社)日本鋳造工学会 佐藤和則 氏 

【2】中子の砂管理と造型      (公社)日本鋳造工学会 佐藤和則 氏 

【3】自硬性鋳型の砂管理と造型   (株)木村鋳造所 菅野利猛 氏 

6.品質管理と品質保証 

【1】組織試験、機械的性質試験   元 埼玉県産業技術総合センター 永井 寛 氏 

 

2月 6日（木）集合型研修講座 

【2】非破壊試験、検査、全体のまとめ  (有)日下レアメタル研究所 鹿毛秀彦 氏 

工場見学 (株)椿本鋳工 埼玉県飯能市 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2698/202509301310152490.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/2698/202509301310152490.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/
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Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 7年 11月号（Vol.66,No.11）           New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集：大学・公設研における最新の金型加工技術 

◇二段パルスめっきによるクロムめっきのクラックフリー化 

◇ダイカスト金型の冷却能力に及ぼす UFBの影響 

◇ランナーリサイクルのための断熱金型の開発 

◇炭素イオン流蒸着による超硬質 3次元ナノ表面改質技術 

◇管材の管端増肉加工に関する研究 

◇Alの陽極酸化による透明金型の作製 

◇表面機能を転写する微細構造付き金型 

◆TOPICS 

 第 37回ものづくりワールドレポート 

 2025 年上海国際圧鋳展覧会 視察報告 

◆シリーズ「イノベーションを創出する素形材産学連携」 

 岡山県工業技術センターにおける産学連携の取り組み 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．2025年度ものづくり中小企業のための支援策勉強会＜パート２＞     New★ 

【一般財団法人大阪科学技術センター】【独立行政法人中小企業基盤整備機構 近畿本部】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では中小企業の活性化策の一環として、「中小企業の特定ものづくり基盤技 

術及びサービスの高度化等に関する指針」に基づく Go-Tech事業や、ものづくり補助金な 

どの技術開発支援策が実施されています。 

独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿本部でも、新規事業の事業化をはじめとする、中 

小企業をサポートする支援策に種々取り組んでおります。また、当財団でも関西の中小企 

業振興に資する事業や、中小企業技術支援の観点で Go-Tech等の申請支援や事業支援を行 

っております。 

 この度、前回１０月１４日のパート１に続き、これら各種中小企業支援策の紹介と申請 

時のポイントなどを解説することにより、これらの施策に関心をもって頂き、自社技術の 

高度化にチャレンジされるきっかけとして頂くことを目的に、下記の通り勉強会を開催致 

します。 

 御多忙の節とは存じますが、万障繰り合わせの上、ご参加賜りますようご案内申し上げ 

ます。 

 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/


 

◆日 時：2025年 12 月 8日（月）14：00～17：00（受付開始：13：30～） 

◆会 場：大阪科学技術センター 8階 中ホール 

◆参加費：無料 

◆定 員：90名 

◆お申込み： 

  参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又はメールにてお申し込み下さい。 

  参加証は発行いたしませんので、予めご了承下さい。 

       

■詳細・参加申込書は、下記 URL をご覧ください。 

 https://www.ostec.or.jp/news/6836/ 

 

【お問い合わせ先】 

 〒550-0004 大阪市西区靱本町１丁目８番４号 

 一般財団法人大阪科学技術センター 技術振興部 森山、松本 

 TEL: 06-6443-5322 FAX:06-6443-5319 ／ E-mail:go-tech-shien@ostec.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．第 102 回塑性加工技術フォーラム 

   「新たな価値創造と業務改革を進める省人化生産技術」 

       【一般社団法人日本塑性加工学会】【一般社団法人日本鍛圧機械工業会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本フォーラムは、日本鍛圧機械工業会と日本塑性加工学会の共催による企画行事です。今 

回で第 102回を迎える本フォーラムでは、人手不足や生産体制の変化といった社会的リス 

クを成長のチャンスと捉え、新たな価値創造と業務改革を進める省人化技術、デジタル化技 

術、教育分野の最先端技術や研究について幅広く発表します。さらに、本フォーラムは、塑 

性加工技術の研究開発に関して産学連携を深めることのできる内容となっています。講演 

会終了後に、講師や参加者同士の情報交換とネットワークづくりのための懇親会（参加費無 

料）を行います。 

 

◆日 時：2025年 12 月 5日（金）13:30～19:00 

◆会 場：機械振興会館 ホール（地下 2階）  

◆定 員：60名（定員になり次第締切ります。） 

◆締 切：2025年 11 月 28 日 17 時 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1518 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3．オンライン教育講座『医療用無機材料の表面反応』のご案内 

                          【公益社団法人日本金属学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 医療には多くの材料が使用されており、材料開発と医療の進歩とには密接な関係があり 

ます。本講座では、医療用無機材料に用いられる表面反応による抗菌化や骨結合性付与につ 

いて、基礎から応用までを解説します。 

 本講座では、当日に受講できない方や理解を深めたい受講者の方のために、開催後に講義 

のオンデマンド配信を行います。受講申し込み者は追加料金なしに視聴できます。 

 

https://www.ostec.or.jp/news/6836/
https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1518


 

◆日 時：2025年 12 月 8日(月)～12月 9日(火) 

◆会 場：オンライン（Zoom） 

◆締 切：2025年年 12月 1日(月) 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jimm.jp/event/online/2025/group_005.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-4．オンライン教育講座 

   『金属材料の耐環境性(3)水素脆化と水素検出・計測技術』のご案内 

                          【公益社団法人日本金属学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 カーボンニュートラル社会実現に向け、二酸化炭素の排出を抑制することが求められて 

いる。運輸の分野においては輸送機器の軽量化のために金属材料の高強度化が必須とされ 

ている。材料の高強度化は水素脆性及び遅れ破壊感受性を高めることが知られており、その 

対策が急務とされている。本講座では、水素侵入および脆化、水素の局所解析ならびに検出 

技術を解説する。 

 

◆日 時：2025年 12 月 18 日(木)～12月 19日(金) 

◆会 場：オンライン（Zoom） 

◆締 切：2025年年 12月 11日(木) 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jimm.jp/event/online/2025/group_006.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-5．第 448 回講習会「Additive Manufacturing (AM)技術と AMのための 

                     設計・トポロジー最適化の基礎」 

         【公益社団法人精密工学会】【公益財団法人精密測定技術振興財団】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 Additive Manufacturing(AM)は切削加工などの除去加工、射出成形などの塑性加工と並 

ぶ新たな加工技術として生産加工分野やデザイン分野などにおいて活用が急速に拡大して 

います。AMは従来の製造技術と比較し、設計の制約が少なく複雑な形状や有機的な形状も 

自在に造形できる一方で、その設計には従来とは異なる知見や理解が不可欠となっていま 

す。本講習会では、AM の初学者から中級者に向けて、AM技術の基礎や金属 AMの最新動向、 

AMに向けた設計・トポロジー最適化、金属 AMのための計測技術、AMに関する規格の最新動 

向について、各分野を熟知したエキスパートを講師としてお招きし、設計から造形、計測に 

至るまで AM 技術の基礎から最新動向についてご講演いただきます。皆様が AM技術を活用 

する際の有益な情報になりましたら幸いです。皆様のお申込をお待ちしております。 

 

◆日 時：2025年 12 月 8～26日 

◆会 場：クラウドサービス Box によるオンデマンド配信 

◆締 切：2025年 12 月 23 日 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-15123/ 

 

https://jimm.jp/event/online/2025/group_005.html
https://jimm.jp/event/online/2025/group_006.html
https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-15123/
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Ｃ-6．第 11 第 115 回金属プレス加工技術研究会 

  「プレス加工金型の SDGsと表面処理の最前線」【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ものづくりの現場で用いられる金型に表面処理を施すことで、製品生産時の摩耗を防ぐ 

ことにより、金型の Long Lifeを実現します。 

日本のものづくりを支える金型には、鉄鉱石の採掘、資源の調達、製鉄、加工、ものづくり 

（製造）、リサイクル（廃棄）と多くの資源を投入し、環境負荷がかかっています。 

第 115回金属プレス加工技術研究会は、表面処理の環境に対する取り組みやこれからのプ 

レス加工の目指すべき 方向性などについて発表します。ぜひご参加ください。 

 

◆日 時：2025年 11 月 26 日(水) 10：00～17：00 

◆会 場：機械振興会館 6階 6-67会議室 

◆参加費：会員及び協賛会員：22,000 円（税込） 

      一       般：33,000円（税込） 

◆定 員：50名（先着順） ※最少催行人数：13名 

◆締 切：2025年 10 月 30 日（木） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jmsa1964.com/news/20250917_2399/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-7．第 20 回エレクトロヒートシンポジウム WEB開催のお知らせ 

                  【一般社団法人日本エレクトロヒートセンター】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

平素より当団体の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

このたび、カーボンニュートラルや生産性向上に貢献するエレクトロヒート技術（電気加 

熱・ヒートポンプ）の最新動向を共有する場として、「第 20回エレクトロヒートシンポジ 

ウム」が以下の通り開催されます。 

本シンポジウムでは、電気加熱やヒートポンプなどのエレクトロヒート技術に関する導入 

事例を多数ご紹介します。省エネや脱炭素化に向けた取り組みを検討されている皆さまに 

とって、すぐに役立つ情報やヒントが満載です。 

ぜひご参加くださいますよう、心よりお待ち申し上げております。 

 

◆開催期間：2025 年 10月 20日（月）10:00 ～ 2025 年 11月 30日（日）17:00 

◆会  場：https://jehc-sympo.com 

◆会場内容：期間限定特別発表、海外事例特別発表、事例発表、バーチャル展示など 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-8．オンライン教育講座『耐熱材料』のご案内    【公益社団法人日本金属学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 耐熱材料は、その耐熱性向上・長寿命化に向けた長年の研究開発により、火力発電タービ 

ン・航空機エンジン等の熱機関や化学石油プラント等の反応装置の効率向上にこれまで貢 

献してきました。同材料は今後も、熱機関や反応装置の効率向上はもとより、高温ガス炉に 

よる水素製造、ゼロエミッション火力発電や水素還元製鉄等の脱炭素化の鍵を握る技術に 

おいて重要な役割を担います。本講座では、耐熱材料を扱う初心者から経験者までの皆様方 

を対象に、「耐熱材料の高温変形・破壊挙動とその遷移」、「ガスタービン用 Ni基耐熱合金の 

https://jmsa1964.com/news/20250917_2399/
https://jehc-sympo.com/


 

製造プロセスと高温強度」、「脱炭素化社会に資する耐熱材料の組織設計 1 -航空機用 TiAl 

基合金-」、「脱炭素化社会に資する耐熱材料の組織設計 2 -発電用合金-」に関する解説を行 

います。 

 本講座では、当日に受講できない方や理解を深めたい受講者の方のために、開催後に講義 

のオンデマンド配信を行います。受講申込み者は追加料金なしに視聴できます。 

 

◆日 時：2025年 11 月 27 日（木) ～28日（金） 

◆会 場：オンライン（Zoom） 

◆締 切：2025年 11 月 20 日 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jimm.jp/event/online/2025/group_004.html 
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Ｃ-9．2026ダイカスト会議/現場改善事例発表会 論文募集のご案内 

                       【一般社団法人日本ダイカスト協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日本ダイカスト協会は「2026日本ダイカスト会議」（隔年開催）を、パシフィコ横浜アネ 

ックスホールにて、2026年 11月に開催致します。つきましては、 

①研究・開発発表論文 

②日頃製造現場で行われている現場改善事例発表 

を募集致しますので、ぜひ奮ってご応募頂きますようお願い申し上げます。 

 

◆締 切：2025年 12 月 25 日（木）（①、②、とも） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 ①研究・開発発表論文 

  https://diecasting.or.jp/news/pdf/Diecasting2026_ronbun.pdf 

 ②現場改善事例発表 

  https://diecasting.or.jp/news/pdf/Diecasting2026_kaizen.pdf 
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Ｃ-10．2025 年度 JCOM 若手シンポジウム        【公益社団法人日本材料学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 今年度はうどん県香川の最西端の地，観音寺市を開催地とし、初日は FRPに携わる若手の 

研究者や技術者のために、昨年度に引き続き、CFRP 製品として親しみのある“テニスラケ 

ット”をテーマとして企業を招待し、FRPの設計・製造に関する講演を頂いたうえで、それ 

らの知見を実際の製品の使用感に結びつける体験型のセミナーを開催します。二日目は若 

手研究者・技術者からの研究発表セッションを行い、若手研究者間のネットワーク構築と横 

断的活動に繋がる機会として対面形式で研究発表会と意見交流会を開催します。ご聴講の 

みのご参加も歓迎いたします。スーツ・ネクタイの着用をご遠慮いただき、気軽にご参加い 

ただける雰囲気の中で、是非活発なご議論、ご討論をお願いいたします。 

 

◆日 時：2025年 11 月 25 日（火）～ 26日（水） 

◆場 所：亀の井ホテル 観音寺（香川県観音寺市） 

 

■申込・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

https://jimm.jp/event/online/2025/group_004.html
https://diecasting.or.jp/news/pdf/Diecasting2026_ronbun.pdf
https://diecasting.or.jp/news/pdf/Diecasting2026_kaizen.pdf


 

 https://www.jsms.jp/kaikoku/2025jcom.htm 
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Ｃ-11．型技術ワークショップ 2025 in にいがた 

   「にいがたから始まる”新”型技術」       【一般社団法人型技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第 31回『型技術ワークショップ 2025 in にいがた』を新潟市の「朱鷺メッセ」にて行い 

ます。このワークショップでは、型技術分野でご活躍の技術者・研究者の方々が新たな研究 

成果を発表し、新技術の提案や意見交換を行う貴重な場となります。第 1日目はオープニン 

グ講演と特別講演を含む講演会を開催し、機器展示会も行います。第 2日目には新潟県の型 

技術ならびに精密加工を中心としたオンリーワン技術を有する企業の工場見学会を実施い 

たします。皆様の積極的なご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

◆日 時：2025年 11 月 27日（木）～ 28日（金） 

◆会 場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 

◆締 切：2025年 11 月 14 日（金） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jsdmt.jp/02workshop/31.html 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇経済産業省生産動態統計確報（９月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇製造工業生産能力・稼働率指数（９月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇経済産業省生産動態統計時系列表（６１ヶ月） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2  

〇石油統計月報（９月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html  
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Ｄ-2. サプライチェーン全体での支払の適正化について事業者団体等に要請しました 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本年 5月 23日（金曜日）に改正下請法（取適法）が公布され、2026年 1月 1日（木曜日） 

より施行されます。法改正により、今後は、取適法の施行日である 2026年 1月 1日（木曜 

日）以降に発注される取適法対象取引において、手形を交付する支払は一律に禁止されます。 

また、支払期日（取適法 3条 1項）を超える満期を設定した一括決済方式又は電子記録債権 

を使用した支払は原則として支払遅延の禁止（取適法 5条 1項 2号）に該当することにな 

ります。支払手段の適正化は、取適法の適用対象とならない取引も含め、サプライチェーン 

全体で取り組むことが重要です。そこで、中小企業庁は、公正取引委員会と連名で、各事業 

者団体等に対する要請文を発出しました。 

 

https://www.jsms.jp/kaikoku/2025jcom.htm
https://www.jsdmt.jp/02workshop/31.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html


 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111007/20251111007.html  
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Ｄ-3. 「中小企業向け 仕事と介護の両立支援セミナー」を配信します  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、高齢化の進行に伴い「働く家族介護者」が増加する中で、中小企業におい 

て従業員が安心して働き続けられる環境づくりを推進するため、「中小企業向け 仕事と介 

護の両立支援セミナー」を配信します。今回は、第 1弾として、人的資本経営における両立 

支援、育児・介護休業法改正のポイント、仕事と介護の両立支援に関する経営者向けガイド 

ライン等について解説しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

  https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111004/20251111004.html  
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Ｄ-4. 介護を「個人の課題」から「みんなの話題」へ転換する取組を表彰する 

   「OPEN CARE PROJECT AWARD 2025」を開催します        【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は介護を「個人の課題」から「みんなの話題」へ転換することを目指すプロジ 

ェクト「OPEN CARE PROJECT」において、介護に携わるプレイヤーの輪をより広げていくた 

め、介護を「みんなの話題」へ転換する取組・企業・人を表彰する「OPEN CARE PROJECT AWARD  

2025」を開催します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111003/20251111003.html  

 

******************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(メルマガの申込 / 配信停止ページ)から 

 ご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/114/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第４５１号となります。メルマガ素形材は“利用しやすい素 

 形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内容の充実を 

 図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局にご紹 

 介・ご連絡下さい。 

******************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 3階 301号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111007/20251111007.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111004/20251111004.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/11/20251111003/20251111003.html
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp


 

******************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが変わら 

 れた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 


